
住みにくい　7.6%

無回答　1.4%

どちらかと言うと愛着を感じていない 無回答　1.3%

愛着を感じていない 8.2%

地場産業活動　8.0% 無回答　3.6%

人々のやさしさ 13.6% その他 2.5%

どちらかと言うと住みたくない　14.3% 無回答　0.9%

住みたくない 8.8%

第２章　町の暮らしやすさについて

問２　あなたは、興部町は住みよいと感じていますか。　

今後の定住意向では、「住み続けたい」（３０．６％）、「どちらかと言うと住み続けたい」（２７．０％） 、
「どちらとも言えない」（１８．４％）、「どちらかと言うと住みたくない」（１４．３％）、「住みたくない」
（８．８％）の順となっており、全体の約６割弱の方に定住の意向がある。

年齢別では１０・２０代の方の定住意向が低く（２８．２％）、年齢が高くなるほど定住の意向が強い傾向となっ
ている。また居住地別では、宇津・秋里・豊野・住吉・富丘地区（７５．０％）、沙留地区（５７．８％）、興部・
北興地区（５６．２％）の順で定住意向が強い結果となっている。

興部町の住みよさでは、｢住みよい｣（１６．２％）と｢どちらかと言うと住みよい｣（４６．８％）を合わせると６
割以上（６３．０％）の方が“住みよい”と感じている。

年齢別では、７０歳以上（８０．６％）、５０・６０代（５８．２％）、１０・２０代（５６．５％）、３０・４
０代（５５．３％）の順となっており、年齢が高いほど“住みよい”と感じている傾向にある。また、居住地別で
は、｢宇津・秋里・豊野・住吉・富丘地区｣で８３．３％、｢沙留地区｣で６２．８％、｢興部・北興地区｣で６１．４％
が“住みよい”と感じている。

大切にしていきたい興部町のよさでは 「豊かな自然環境」と答えた方が全体の３割（３１．２％）で、次いで
「住みよい生活環境」（２２．５％）、「田舎らしさ」（１８．６％）、「人々のやさしさ」（１３．６％）、「地
場産業活動」（８．０％）の順となっている。

年齢別では７０歳以上の方が「住みよい生活環境」が１位であるが、その他の年代は全て「豊かな自然環境」が１
位となっている。また、居住地別でも興部・北興地区、沙留地区、宇津・秋里・豊野・住吉・富丘地区の全ての地区
で「豊かな自然環境」と答えた方が多くなっている。

どちらかと言うと愛着を
感じている　47.0%

住みよい
16.2%

どちらかと言うと住
みよい　46.8%

どちらかと言うと住み
にくい　28.0%

19.5%
愛着を感じている

24.0%

A=1,264

豊かな自然環境
31.2%

田舎らしさ
18.6%

住み続けたい
30.6%

どちらかと言うと住み
続けたい　27.0%

どちらとも言え
ない　18.4%

住みよい生活環境
22.5%

問５　あなたは、今後も興部町に住み続けたいですか。

A=1,264

A=1,264

A=1,264

問３　あなたは、興部町に「自分のまち」として愛着をどの程度感じていますか。

まちの愛着度では、｢愛着を感じている｣（２４．０％）、｢どちらかと言うと愛着を感じている｣（４７．０％）を
合わせると７割以上（７１．０％）の方が興部町に“愛着”を感じている。

年齢別では、７０歳以上（８６．７%）、５０・６０代（６８．９％）、３０・４０代（６３．３%）、１０・２
０代（５８．７％）となっており、“住みよさ”と同様に年齢が高いほど“愛着”を感じている。また、居住地別で
は、｢宇津・秋里・豊野・住吉・富丘地区｣で８７．５％、｢興部・北興地区｣で7０．６％、｢沙留地区｣で６９．２％
の方が“愛着”を感じている。

問４　あなたにとって、大切にしていきたい興部町のよさは何ですか。
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生活環境がよくない
（買物など生活の利便性が悪いなど）

町に賑わいが感じられない

交通の便が悪い（通勤・通学など）

働く環境が整っていない

近所づきあいが面倒

自然環境がよくない
（冬の寒さが厳しいなど）

子供の教育環境が整っていない

その他

文化・スポーツ・レジャー施設が
少ない

医療・福祉体制が不十分

A=546

10 20 30

問６　【問５】で「３　どちらかと言うと住みたくない」、「４　住みたくない」と答えた方
　　　にお聞きします。住みたくない理由は何ですか。（２つ以内に○）

12.3

（単位：％）

30.6

27.5

2.2

1.6

2.6

2.2

1.8

9.7

9.5

0

住みたくない理由では、「医療・福祉体制が不十分」（３０．６％）が第１位で、次いで「生活環境がよくない
（買物など生活の利便性が悪いなど）」（２７．５％）、「町に賑わいが感じられない」（１２．３％）、「交通の
便が悪い（通勤・通学など）」（９．７％）、「働く環境が整っていない」（９．５％）の順であり、上位の２項目
に回答した方が全体の約６割（５８．１％）を占め、“住みたくない”大きな要因となっている。

年齢別では、１０・２０代及び３０・４０代が「生活環境が良くない」、５０・６０代及び７０歳以上は「医療・
福祉体制が不十分」が住みたくない理由の第１位となっている。また、居住地別でも各地区で「医療・福祉体制が不
十分」が第１位である。（宇津・秋里・豊野・住吉・富丘地区では、｢交通の便が悪い｣、｢町に賑わいが感じられな
い｣も同率で１位。）
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